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第 18 回講座 … ⾦属溶湯の炉前処理 
 

Q1. 鋳造材料の溶解するにあたり “配合計算” を⾏いますが、その目的と
してどのようなことがらが挙げられますか︖ 

 

配合計算は、これから溶解しようとする鋳造材料の目標組成と溶解重
量とが適合するように、溶解炉に投⼊する資材ごとの投⼊重量を定める
ために⾏う。また、使⽤する資材の重量単価を参考に資材⽐率を検討す
ることで資材コストを最適化する目的も併せ持つ。 

 
 

Q2．電気誘導炉で鋳物材料を溶解する際、電⼒投⼊量を制御して昇温速度
を調整しますが、これはどのようなことに配慮するためですか。始業
時と継続熔解時との違いに即して説明してください。 

 

溶解炉の炉材に使⽤される耐⽕物は急激な温度変化によって⻲裂や崩
壊が⽣じないように炉材の温度変化を緩やかにするよう配慮する。始業
時は炉材の温度が低いので時間をかけて徐々に昇温し、継続溶解では炉
材が急激に冷えないように冷材投⼊後速やかに昇温する。 

 

Q3. 溶湯清浄化の⼀つに脱酸処理がありますが、これはどのような⽅法で
溶湯中の酸素を取り除く処理をいいますか︖ また、鋳鉄やアルミ合⾦
の溶解では⼀般に脱酸処理が⾏われないのはなぜですか。 

 

脱酸処理は、主に Ca、Al、Si などの酸化物を⽣成しやすい⾦属を⽤
い、溶湯中の酸素を⾦属酸化物として溶湯上に浮上させることで取り除
く⽅法で⾏う。鋳鉄溶湯には C や Si が多く含まれこれらが脱酸剤とし
て機能する。アルミ合⾦は⺟材の Al 自体が脱酸剤となる。 

 

Q4．⾦属材料の溶解中に⽣成されたスラグが溶湯上⾯に浮上します。スラ
グの主な成分とその役割について説明してください。 

 

スラグは主に溶湯中から⽣成される⾦属酸化物や炉材から溶融したシ
リカ(SiO2)分からなる。スラグは溶湯の清浄化で⽣成した不純物を取り
込み溶湯と分離して取り除きやすくする役割を担う。このほか、溶湯上
⾯を覆うことで大気中の酸素との接触を遮断し、溶湯の保温材としても
働く。 

 

Q5．⾦属溶湯の組成が目標値に適合しているかを調べる “炉前試験” を実
施する具体的な⽅法として、鋳物工場ではどのような手法が採られて
いますか︖ 

 

溶湯成分チェックのための溶湯組成判定法としては、迅速かつ正確な
成分分析が可能な発光分光分析装置による機器分析法が⽤いられる。ま
た、鋳鉄溶解では、溶湯の冷却曲線から C、Si 組成を判定する CE メー
ターによる炉前試験が⼀般に⽤いられている。 




